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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを積載するシート積載手段と、積載されたシートを給送するシート給送手段と、
ユニット枠とを有するシート給送ユニットにおいて、
　前記シート給送手段は、前記シート積載手段に積載されたシートを分離して給送するシ
ート給送ローラを備え、
　前記ユニット枠は、前記シート給送ユニットから給送されたシートを受ける搬送路のシ
ート搬送方向が異なる複数の画像形成装置本体に着脱可能であり、
前記シート給送手段のシート給送方向が変更可能なように前記シート給送手段が前記シー
ト給送ローラの回転軸と平行に延びた回動中心を中心に前記ユニット枠に対して回動自在
に支持されており、
　前記シート給送手段によるシートの給送方向を、前記画像形成装置本体の搬送路のシー
ト搬送方向に合わせた方向に変更した状態で、前記シート給送手段を前記ユニット枠に固
定する固定手段を有することを特徴とするシート給送ユニット。
【請求項２】
前記シート積載手段が前記シート給送手段に対して一体的に固定されていることを特徴と
する請求項１に記載のシート給送ユニット。
【請求項３】
前記シート給送手段の回転中心は、前記シート給送ローラの回転軸であることを特徴とす
る請求項１または２記載のシート給送ユニット。
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【請求項４】
前記シート給送ローラを回転させるギアを備え、
前記ギアは、シート給送ユニットが装着される前記画像形成装置本体に前記シート給送ユ
ニットを挿入した際に、前記画像形成装置本体に備えられた駆動伝達手段に接続されるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載のシート給送ユニット。
【請求項５】
前記シート給送ローラを回転させる駆動手段を備えたことを特徴とする請求項１乃至４の
いずれか１項記載のシート給送ユニット。
【請求項６】
前記シート給送手段に被当接部を設け、
シート給送ユニットが装着される前記画像形成装置本体に前記シート給送ユニットを装着
する際に、前記被当接部が前記画像形成装置本体の当接部に案内されることにより、前記
シート給送手段のシート給送方向が前記画像形成装置本体の搬送路のシート搬送方向に合
うように前記シート給送手段の回動角度が調整されることを特徴とする請求項１乃至５の
いずれか１項記載のシート給送ユニット。
【請求項７】
前記被当接部とは前記シート給送手段から突出したピンであり、
前記画像形成装置本体の当接部とは前記ピンに対応した凹部であることを特徴とする請求
項６項記載のシート給送ユニット。
【請求項８】
前記画像形成装置本体に装着された請求項１乃至７のいずれかに記載のシート給送ユニッ
トと、
前記画像形成装置本体に設けられ、前記シート給送ユニットから給送されたシートに画像
を形成する画像形成部と、を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複写機、レーザービームプリンタ、ファクシミリ等の画像形成装置において用
いられるシート給送ユニットに関し、特に汎用性を高めたものである。
【背景技術】
【０００２】
　複写機やレーザービームプリンタ等のような画像形成装置においては、シート給送部に
複数のシートトレイ等を配置し、それぞれのシートトレイにサイズや種類等が異なるシー
トを収容させる方式を用いている。そして、原稿のサイズや縮小拡大率等に応じて、対応
する必要なシートが収容されたトレイからシートを給送するように構成している。また、
一般的な画像形成装置では、半固定的な種類のシートを収容するトレイの他に、装置本体
の側部に手差しトレイを配置しており、少数枚の特殊なシートや、ＯＨＰシート等のよう
にシートトレイに収容できないような特殊なシート類、はがきのような厚いシート等を給
送できるようにする機構を設けている。
【０００３】
　手差しトレイには、一般的に、手差しトレイに積載した複数枚のシートを一枚ずつ分離
給送するためのシート給送装置を具備している（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－０１０１６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、画像形成装置において、共通する機構はユニット化して異なる画像形成装置にお
いても共通して使用したいという要請がある。同様の機構を共通のユニットとして構成す
ることにより、生産コストの低減化、ユニットの再利用性、保守部品の供給などにおいて
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有利になるからである。
【０００６】
　そして、手差しトレイは少数枚の特殊なシートを装置に給送するという機構において共
通であるので、手差しトレイをシート給送ユニットとしてユニット化し、異なる画像形成
装置に共通して使用することが行われ始めている。
【０００７】
　しかし、手差しトレイ101を具備する画像形成装置において、手差しトレイ101から装置
本体へ搬送されるシート搬送路（以下、手差しパス102）と装置本体側のシート搬走路（
以下、本体パス103）が合流する直後のシート搬走路が、図１６（ａ）に示すように手差
しパス102に対して平行な場合（以下、平行パス104）と、図１６（ｂ）に示すように垂直
な場合（以下、垂直パス105）とがある。
【０００８】
　すると、手差しトレイ101をユニット化しシート給送ユニット100（シート給送ユニット
）とするときに、例えば手差しトレイ101を平行パス104に合わせて作製すると、シート分
離ローラ対106のニップ線の方向が平行パス104に対して平行になるようにシート分離ロー
ラ対106を配置することとなる。そのシート給送ユニット100を垂直パス105の画像形成装
置に使用しようとすると、垂直パス105とシート分離ローラ対106のニップ線の方向がほぼ
90°になるので、図１６（ｃ）に示すように手差しパス102を途中で90°近く曲げて垂直
パス105に合流させなければならない。その結果、給送されたシートが手差しパス102にお
いて大きく曲げられてしまう。手差しトレイ101は特殊なシートを給送するためのもので
あり、特に厚く剛性の高いシートを給送するときに大きく曲げてしまうと、シートに大き
なダメージを与えたり、その剛性のために搬送不良を招いたりしてしまう。
【０００９】
　また例えば手差しトレイ101を垂直パス105に合わせて作製すると、シート分離ローラ対
106のニップ線の方向が垂直パス105に対して斜めになるようにシート分離ローラ対106を
配置することとなる。そのシート給送ユニット100を平行パス104の画像形成装置に使用し
ようとすると、図１６（ｄ）に示すように手差しパス102を大きく曲げて平行パス102に合
流させなければならない。したがって上記の場合と同様に、手差しトレイから厚く剛性の
高いシートを搬送しようとするとそのシートに大きなダメージを与えてしまう。
【００１０】
　そこで本発明は、同じシート給送ユニットを水平パスの画像形成装置にも垂直パスの画
像形成装置にも共通して使用することができ、かつ、水平パス、又は、垂直パスの画像形
成装置に使用してもシートにダメージ等を与えることがなく、常に同等のシート分離給送
性能を持ったシート給送ユニットを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明に係るシート給送ユニットの代表的な構成は、シー
トを積載するシート積載手段と、積載されたシートを給送するシート給送手段と、ユニッ
ト枠とを有するシート給送ユニットにおいて、前記シート給送手段は、前記シート積載手
段に積載されたシートを分離して給送するシート給送ローラを備え、前記ユニット枠は、
前記シート給送ユニットから給送されたシートを受ける搬送路のシート搬送方向が異なる
複数の画像形成装置本体に着脱可能であり、前記シート給送手段のシート給送方向が変更
可能なように前記シート給送手段が前記シート給送ローラの回転軸と平行に延びた回動中
心を中心に前記ユニット枠に対して回動自在に支持されており、前記シート給送手段によ
るシートの給送方向を、前記画像形成装置本体の搬送路のシート搬送方向に合わせた方向
に変更した状態で、前記シート給送手段を前記ユニット枠に固定する固定手段を有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るシート給送ユニットは、シート給送手段を任意又は所定の角度で固定可能
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であることにより、装置本体の搬送路の経路によらず同じシート給送ユニットを使用でき
るので、多量の同じシート給送ユニットを生産することができ、シート給送ユニットの生
産コストの低減化を図ることができる。また数世代の製品にわたって使用することができ
るため、シート給送ユニットを再利用することが可能になり、シート給送ユニットの再利
用性を向上させることができる。
【００１３】
　また、装置本体に装着しただけでシート給送手段の角度が装置本体に対応した角度に調
整されるよう構成したことにより、異なる装置に対しても同じシート給送ユニットを簡単
に装着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
［実施例１］
　（構成の説明）
　本発明に係るシート給送ユニット、およびこれを備えた画像形成装置の実施例１につい
て、図１～図９を参照して説明する。
【００１５】
　まず、図２を用いて画像形成装置１の全体構成について説明する。図２は画像形成装置
としての電子写真複写機の概略構成を模式的に示した断面説明図である。図に示すように
画像形成装置１は、像担持体２（例えばドラム形状の電子写真感光体あるいはベルト形状
の電子写真感光体）、像担持体２上に形成された潜像に現像剤を付着することによって顕
像化する（即ち潜像を現像する）現像装置３、現像装置３に現像剤（本実施例における現
像剤は一成分磁性トナー）を送り込むホッパー部４、像担持体２上に顕像化された現像像
をシート（記録媒体）に転写する転写手段５、像担持体２上に残留した現像剤及びその他
の付着物を除去するクリーニング装置６、像担持体２の残留電荷の除電を行う除電手段７
、像担持体２上を一様に帯電させる一次帯電器８を備えている。これら像担持体２、現像
装置３、ホッパー部４、転写手段５、クリーニング装置６、除電手段７、一次帯電器８を
合わせて画像形成部９とする。
【００１６】
　画像読取部としては、原稿の画像情報を読み取る光学読取系10、画像情報を読み取るＣ
ＣＤ10ａ、前記画像情報を像担持体２上に露光して潜像を形成する露光部11を備えている
。さらに、原稿を画像読取部へ導く原稿処理装置12、画像形成部９にシートＰを給送する
シート給送部13、シートＰを搬送する本体パス14、画像形成部９で転写されたシート上の
画像（現像剤像）をシートＰに定着する定着装置15、画像形成の完了したシートを排出す
るシート排出部16、両面記録時に再給送するシートを誘導する再給送搬送路17、前記再給
送するシートを反転する反転パス18、反転されたシートを現像装置まで搬送する両面パス
19を備えている。
【００１７】
　シート搬送手段として、像担持体２の上流側に配置され像担持体２にシートを搬送する
レジストローラ20、定着後のシートを搬送する内排出ローラ21、シートをシート排出部１
５に排出する外排出ローラ22、シートの搬送路をシート排出部16へと再給送搬送路17へと
に切り換える排出部フラッパ23を備えている。そして装置の側方に、ＯＨＴや厚いシート
等特殊なシートを画像形成部に給送するシート給送ユニット24を着脱可能に備えている。
【００１８】
　次に、シート給送ユニット24の構成について図１、図３～図５で説明する。図１はシー
ト給送ユニットの概略断面図、図３はシート給送ユニットの正面図、図４および図５はギ
ア列を説明する断面図である。シート給送ユニット24はシート給送手段の例としてのシー
ト給送部25、シート積載手段の例としてのトレイ部26、ユニット枠部27で構成されている
。
【００１９】
　シート給送部25はシート給送ユニット枠28、シートを分離給送する給送ローラ29および
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リタードローラ30、給送ローラ29と一体的に回転しシート給送ユニット枠28に回転自在に
支持されている給送ローラ軸31、リタードローラ30と一体的に回転しシート給送ユニット
枠28に回転自在に支持されているリタードローラ軸32、給送ローラ29が回転するとその回
転に合わせて給送ローラ29と反対の回転方向にリタードローラ30を回転駆動するためのギ
ア列33（図４参照）、シート給送部25をユニット枠39に対して固定するための固定ピン34
、シートが給送ローラ29およびリタードローラ30によって分離給送された後のシートを装
置本体に設けられた搬送路に案内するシートガイド35によって構成されている。また固定
ピン34には固定ピン34をユニット枠39に固定するためのビス穴34ａが配置されている。
【００２０】
　トレイ部26はシートトレイ36、中板37、中板付勢バネ38で構成されている。中板37はシ
ートトレイ36に対して回転軸を中心に回転自在に支持されている。中板付勢バネ38は中板
37を給送ローラ29に圧接する方向に付勢している。トレイ部26はシート給送部25に対して
一体的に固定されている。
【００２１】
　ユニット枠部27は、ユニット枠39と、給送ローラ29を回転駆動するためのギア列40（図
５参照）、及び、装置本体からの信号によってＯＮ、ＯＦＦされ装置本体からの信号によ
って給送ローラ29が１回転するように制御するソレノイド41によって構成されている。ユ
ニット枠39はシート給送部25の給送ローラ軸31を回動自在に支持しており、すなわちシー
ト給送手段はシート給送ローラのうち１つのシート給送ローラの回転軸を中心にユニット
枠に対して回動自在に支持されている。シート給送部25がユニット枠39に対して任意の角
度で固定できるようにユニット枠39の両側板に固定部に対応する位置に略円弧状のスリッ
ト39ａを設けている（図７参照）。すなわち、固定ピン34およびスリット39ａは、シート
給送手段をユニット枠に対して任意又は所定の角度で固定する固定手段を構成している。
また、ユニット枠39にはユニット枠39を装置本体に位置決めして固定するための穴39ｂが
設けられている（図３参照）。
【００２２】
　装置本体側のシート給送ユニット24を取り付けるための構成について、図６を用いて説
明する。図６は装置本体のシート給送ユニット取り付け構成を説明する図である。
【００２３】
　装置本体には、シート給送ユニット24を挿入する挿入口１ａがあり、挿入口１ａ奥には
ユニット枠39を位置決めるためのボス１ｂとユニット枠39を固定するためのビス穴１ｃが
配置されている。また装置本体には、シート給送ユニット24を挿入したときにギア列40と
噛み合う駆動伝達手段の例としての駆動ギア43と、これらを介して給送ローラ29を駆動す
る駆動手段42とが配置されている。装置本体のシートガイド35に対応する位置にシート給
送ユニット24から給送されたシートを本体パス14に合流させるための手差しパス45が配置
されている。手差しパス45にはシートを搬送する搬送ローラ対46が配置されている。
【００２４】
　さらに、手差しパス45と本体パス14が合流する直後のシート搬走路が手差しパス45に対
して平行であるシート搬送路を平行パス47とし、手差しパス45と本体パス14が合流する直
後のシート搬走路が手差しパス45に対して垂直であるシート搬送路を垂直パス48とする（
図９参照）。
【００２５】
（動作の説明）
　前記画像形成装置の動作について説明する。原稿は、原稿台ガラス10ｂの上に置かれて
いる。そして、画像情報に応じた光像が光学読取系10の複数のミラーＭとレンズＬｎによ
り、ＣＣＤ10ａ上に結像し、ＣＣＤ10ａは画像情報を読み込む。露光部11はレーザー光線
によって読み込んだ画像情報を像担持体２上に結像する。シート積載部13に積載された記
録材（以下、「シートＰ」と称す）のうち、操作部から使用者が入力した情報もしくは原
稿のシートサイズから適切なシートをシート積載部13のシートサイズ情報から選択する。
【００２６】
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　そして、シート積載部13から給送された１枚のシートＰを、本体パス14を経由してレジ
ストローラ20まで搬送し、像担持体２の回転と、露光部11のスキャンのタイミングを同期
させて搬送する。そして、転写手段５の転写帯電器によって像担持体２上に形成されたト
ナー像をシートＰに転写し、分離帯電器によってトナー像の転写されたシートＰを像担持
体２から分離する。
【００２７】
　この後、シートＰは、定着装置15において熱と圧力によりシート上のトナー像を定着さ
せた後、片面コピーの場合には、内排出ローラ21を通過した後、外排出ローラ22によりシ
ート排出部16へ排出される。また、両面コピーの場合には、排出部フラッパ23の制御によ
り、再給送搬送路17を経由して反転パス18へ一時搬送される。ここで、シートＰの終端が
再給送搬送路17を通過し、反転ローラ120にまだ挟持されているタイミングで反転ローラ1
20を逆回転させることにより、再度装置内へ搬送される。この後両面パス19を経由して再
びレジストローラ20まで搬送された後、片面コピーの場合と同様の経路をたどってシート
排出部16へ排出される。
【００２８】
　シート給送ユニット24にシートが置かれると、使用者が操作部で手差しモードを選択す
るか、又は、シート給送ユニット24にシートが置かれたことを検知して自動的に手差しモ
ードに切り換わるかして、シート給送ユニット24のシート給送部によって装置本体内に搬
送される。以後、片面コピーの場合と同様の経路を通ってシート排出部16へ排出される。
【００２９】
　次に、シート給送ユニット24の装置本体への取り付けについて図７～図９を用いて説明
する。図７はシート給送ユニットを取り付ける前の状態を説明する図、図８は平行パスの
装置にシート給送ユニットを取り付けた状態を説明する図、図９は垂直パスの装置にシー
ト給送ユニットを取り付けた状態を説明する図である。
【００３０】
　シート給送ユニット24は、シート給送部25の回動角度に応じて給送ローラ29とリタード
ローラ30のニップ線の方向が変わるために、回動角度によって給送ローラ29とリタードロ
ーラ30によるシートの給送方向が異なる。そこで、平行パスの装置にシート給送ユニット
24を取り付ける場合、図７に示すように、給送ローラ29とリタードローラ30のニップ線の
方向がほぼ水平となるように、シート給送部25の固定ピン34を位置させる（図中Ａの位置
）。この状態で固定ピン34をユニット枠39に対してビスで固定する。そして図８に示すよ
うに、シート給送ユニット24を装置本体に挿入し、ビス穴１ｃを介してシート給送ユニッ
ト24を装置本体に対してビスで固定する。このとき、給送ローラ29とリタードローラ30の
ニップ線の方向と手差しパス45、合流後の平行パス47はほぼ直線的になっている。また、
この状態で、装置本体に配置された駆動ギア43とシート給送ユニット24の給送ローラ29を
駆動するギア列40が噛み合っており（図５参照）、装置本体からの信号により、シート給
送ローラ29等が回転駆動される。なお、ここで給送ローラ29とリタードローラ30のニップ
線とは給送ローラ29とリタードローラ30との当接点における接線である。
【００３１】
　図９に示すように、垂直パスの装置にシート給送ユニット24を取り付ける場合、給送ロ
ーラ29とリタードローラ30のニップ線の方向が斜めになるように、シート給送部25の固定
ピン34を位置させる（図中Ｂの位置）。この状態で固定ピン34をユニット枠39に対してビ
スで固定する。シート給送ユニット24を装置本体に挿入し、シート給送ユニット24を装置
本体に対してビスで固定する。このとき、給送ローラ29とリタードローラ30のニップ線の
方向は斜めであるので、手差しパス45、合流後の垂直パス48はなめらかに接続している。
また、上記と同様に、装置本体に配置された駆動ギア43とシート給送ユニット24の給送ロ
ーラ29を駆動するギア列40が噛み合っており、装置本体からの信号により、給送ローラ29
等が回転駆動される。
【００３２】
　上記構成によって、以下のような効果が得られる。
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【００３３】
　平行パスの装置にシート給送ユニット24を取り付けると、シート給送ユニット24の給送
ローラ29とリタードローラ30のニップ線の方向と手差しパス45、合流後の平行パス47はほ
ぼ直線的である。したがって、手差しトレイから厚い剛性の高いシートを分離、給送して
もシートにダメージを与えることがない。
【００３４】
　同じシート給送ユニット24を垂直パスの装置に取り付けると、給送ローラ29とリタード
ローラ30のニップ線の方向は斜めになるので、手差しパス45、合流後の垂直パス48はなめ
らかに接続している。したがって、垂直パスの装置の場合でも手差しトレイから厚い剛性
の高いシートを分離、給送してもシートにダメージを与えることがない。
【００３５】
　したがって、合流後のシート搬送路の方向が異なる装置に対して、同じ手差しトレイを
取り付けても、同等の分離、給送性能でシート給送ユニット24を使用することができる。
【００３６】
　このように本実施例によれば、装置本体の搬送路の経路によらず同じシート給送ユニッ
ト24を使用できるので、多量の同じシート給送ユニット24を生産することになり、シート
給送ユニット24のコストダウンを実現することができる。また、同じシート給送ユニット
24を装置本体の搬送路の経路の異なる数世代の製品にわたって使用することができるので
、シート給送ユニット24をリユースすることが可能になり、シート給送ユニット24のリユ
ース性を向上させることができる。
【００３７】
［実施例２］
　本発明に係るシート給送ユニットの第二実施例について、図１０～図１５を用いて説明
する。図１０は実施例２に係るシート給送ユニットの正面図、図１１は装置本体のシート
給送ユニット取り付け構成を説明する図、図１２はシート給送ユニットを取り付ける前の
状態を説明する図、図１３および図１４は平行パスの装置にシート給送ユニットを取り付
けた状態を説明する図、図１５は垂直パスの装置にシート給送ユニットを取り付けた状態
を説明する図である。上記実施例１と説明の重複する部分については同一の符号を付して
説明を省略する。
【００３８】
　（構成の説明）
　上記実施例１においてシート給送部25はユニット枠39に対して固定するものであったが
、本実施例においてはシート給送手段を装着することによってその角度が装置本体に対応
した角度に調整される構成である。
【００３９】
　図１０に示すように、被当接部の例としてのシート給送部25の固定ピン34は、ユニット
枠39の側板のスリット39ａを通ってユニット枠39の側板39ｃの外側に飛び出ている。一方
装置本体には、図１１に示すように、シート給送ユニット24を挿入するときにシート給送
ユニット24の固定ピン34に対応する装置本体の位置に、当接部の例としての凹部１ｄが構
成されている。また図１４に示すように、固定ピン34を装置本体に固定するための押さえ
部材44が具備されている。
【００４０】
　（動作の説明）
　シート給送ユニット24の装置本体への取り付けについて説明する。
【００４１】
　平行パスの装置にシート給送ユニット24を取り付ける場合について説明する。まず図１
２に示すように、シート給送ユニット24を装置本体の挿入部に挿入する。すると被当接部
である固定ピン34が当接部である凹部１ｄの周辺の壁面に当接して案内され、シート給送
ユニット24を挿入するに伴ってシート給送部25が回動する。そして図１３に示すように、
やがて装置本体の凹部１ｄにシート給送部25の固定ピン34が入り込み、シート給送部25の
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回動が停止される。ユニット枠39がボス１ｂによって装置本体に位置決めされると、ビス
穴１ｃを介してシート給送ユニット24を装置本体に対してビスで固定する。この状態で、
図１４に示すように押さえ部材44によって固定ピン34を装置本体に対して固定する。この
とき、給送ローラ29とリタードローラ30のニップ線の方向はほぼ水平になり、給送ローラ
29とリタードローラ30のニップ線の方向と手差しパス45、合流後の平行パス47はほぼ直線
的になっている。また、この状態で、装置本体に配置された駆動ギア43とシート給送ユニ
ット24の給送ローラ29を駆動するギア列40が噛み合っており、装置本体からの信号により
、給送ローラ29等が回転駆動される。
【００４２】
　垂直パスの装置にシート給送ユニット24を取り付ける場合について図１５を用いて説明
する。シート給送ユニット24を装置本体の挿入部に挿入する。すると固定ピン34が凹部１
ｄの周辺の壁面に当接して案内され、シート給送ユニット24を挿入するに伴ってシート給
送部25が回動する。やがて装置本体の凹部１ｄにシート給送部25の固定ピン34が入り込み
、シート給送部25の回動が停止される。そしてシート給送ユニット24を装置本体に対して
ビスで固定し、押さえ部材44によって固定ピン34を装置本体に対して固定する。このとき
、給送ローラ29とリタードローラ30のニップ線の方向は斜めになり、手差しパス45、合流
後の垂直パス48はなめらかに接続される。また、上記と同様に、装置本体に配置された駆
動ギア43とシート給送ユニット24の給送ローラ29を駆動するギア列40が噛み合っており、
装置本体からの信号により、給送ローラ29等が回転駆動される。
【００４３】
　上記構成によって、上記実施例１の効果に加えて、次のような効果が得られる。すなわ
ち、装置本体にシート給送ユニット24を挿入するだけで、シート給送ユニット24の固定ピ
ン34が装置本体に設けられた凹部１ｄに対応するようにシート給送部25が回動し、給送ロ
ーラ29とリタードローラ30のニップ線の方向が調整される。従って、より簡単にシート給
送ユニット24を装置本体に装着することができ、また異なる装置に対して簡単にシート給
送ユニット24を対応させることが可能となる。
【００４４】
　なお、上記各実施例では、トレイ部26はシート給送部25に対して一体的に固定されてい
る構成になっているが、本発明はその限りではなく、トレイ部26はシート給送部25に対し
て一体的に固定されていなくてもよい。例えば、トレイ部26はユニット枠39に固定されて
いてもよい。
【００４５】
　また、上記各実施例では、本体に配置された駆動手段42にギア列が接続することによっ
て給送ローラ29の駆動が行われているが、本発明はその限りではなく、例えば、駆動手段
42がユニット枠39に配置されていて給送ローラ軸31を直接駆動することで給送ローラ29を
駆動してもよい。
【００４６】
　また、上記各実施例では、給送ローラ軸31を中心にシート給送部25が回動する構成を例
示したが、これに限定されるものではなく、リタードローラ軸や、シート給送部に設けら
れたローラ軸とは別途の回動軸（ローラ軸と平行な軸）を中心に、シート給送部がユニッ
ト枠に対して回動自在としてもよい。
【００４７】
　また、上記各実施例では、シートを順次分離給送するための構成として給送ローラとリ
タードローラとを例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、給送ロ
ーラと、給送ローラに圧接される分離片によって１枚ずつに分離給送される機構であって
もよい。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は、画像形成装置に備えられるシート給送ユニットとして利用することができる
。



(9) JP 4401789 B2 2010.1.20

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】シート給送ユニットの概略断面図である。
【図２】画像形成装置としての電子写真複写機の概略構成を模式的に示した断面説明図で
ある。
【図３】シート給送ユニットの正面図である。
【図４】ギア列を説明する断面図である。
【図５】ギア列を説明する断面図である。
【図６】装置本体のシート給送ユニット取り付け構成を説明する図である。
【図７】シート給送ユニットを取り付ける前の状態を説明する図である。
【図８】平行パスの装置にシート給送ユニットを取り付けた状態を説明する図である。
【図９】垂直パスの装置にシート給送ユニットを取り付けた状態を説明する図である。
【図１０】実施例２に係るシート給送ユニットの正面図である。
【図１１】実施例２に係る装置本体のシート給送ユニット取り付け構成を説明する図であ
る。
【図１２】実施例２に係るシート給送ユニットを取り付ける前の状態を説明する図である
。
【図１３】実施例２に係る平行パスの装置にシート給送ユニットを取り付けた状態を説明
する図である。
【図１４】実施例２に係る平行パスの装置にシート給送ユニットを取り付けた状態を説明
する図である。
【図１５】実施例２に係る垂直パスの装置にシート給送ユニットを取り付けた状態を説明
する図である。
【図１６】手差しトレイの従来例を説明する断面図である。
【符号の説明】
【００５０】
Ｌｎ  …レンズ
Ｐ    …シート
１    …画像形成装置
１ａ  …挿入口
１ｂ  …ボス
１ｃ  …ビス穴
１ｄ  …凹部
２    …像担持体
３    …現像装置
４    …ホッパー部
５    …転写手段
６    …クリーニング装置
７    …除電手段
８    …一次帯電器
９    …画像形成部
10    …光学読取系
10ａ  …ＣＣＤ
10ｂ  …原稿台ガラス
11    …露光部
12    …原稿処理装置
13    …シート給送部
14    …本体パス
15    …定着装置
16    …シート排出部
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17    …再給送搬送路
18    …反転パス
19    …両面パス
20    …レジストローラ
21    …内排出ローラ
22    …外排出ローラ
23    …排出部フラッパ
24    …シート給送ユニット
25    …シート給送部
26    …トレイ部
27    …ユニット枠部
28    …シート給送ユニット枠
29    …給送ローラ
30    …リタードローラ
31    …給送ローラ軸
32    …リタードローラ軸
33    …ギア列
34    …固定ピン
34ａ  …ビス穴
35    …シートガイド
36    …シートトレイ
37    …中板
38    …中板付勢バネ
39    …ユニット枠
39ａ  …スリット
39ｂ  …穴
39ｃ  …側板
40    …ギア列
41    …ソレノイド
42    …駆動手段
43    …駆動ギア
44    …押さえ部材
45    …手差しパス
46    …搬送ローラ対
47    …平行パス
48    …垂直パス
100   …シート給送ユニット
101   …手差しトレイ
102   …手差しパス
103   …本体パス
104   …平行パス
105   …垂直パス
106   …シート分離ローラ対
120   …反転ローラ
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【図１５】 【図１６】
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